


※以下の1～4までに間違った使い方が６つあります。

　平成３０年の火災件数は５５件で、前年の５６件に比べ
１件の減少となりました。
　全国的には、火災件数は減少傾向にありますが、当管内
は過去５年間変化はなく横ばい状態です。野焼きなどの
拡大による「その他の火災」は依然として多くの割合を占
めています。
　野焼きをする際は、消火器具を準備するほか、小分けに
して行い、火が消えるまでその場を離れないでください。
風の強い日は、火災になる危険性が高まりますので、行わ
ないようにしてください。

　救急件数は年々増加傾向にあり、平成３０年の救急件数は
６，９２６件で、前年に比べ１８２件の増加となりました。
　種別毎にみると、「急病」が約７０％を占め、次いでけがや
骨折などの「一般負傷」、次に「交通事故」が多くを占めます。
　また、全体の約４０%を軽傷が占めています。救急車は、
緊急に必要なときに利用する車です。救急車の適正な利用
をお願いします。

火災・救急統計火災・救急統計（過去５年間）

６つ全部探せたかな？　～答え合わせ～

【間違った使い方とその解説】
イラスト1
カセットコンロを二つ並べて使用すると、カセットボンベが過熱され、爆発する可能性があります。
イラスト2
木炭や練炭の火おこしなど、調理以外の用途に使用すると、カセットボンベが過熱され、爆発する可能性があります。
イラスト3
石綿やセラミック付きの魚焼き器などは蓄熱性があり、カセットボンベが過熱され、爆発する可能性があります。
イラスト4 (間違いが三つあります！)
その１ コンロを覆うような大きな調理器具は使用しない。熱がこもりやすくなり、カセットボンベが過熱され、爆発する
　　　可能性があります。
その２ 電磁調理器上で使用しない。コンロを電磁調理器上で使用または保管しないでください。電磁調理器の電源が
　　　 間違って入った場合、カセットボンベが過熱され、爆発する可能性があります。
その３ カセットボンベは火気から離れた場所で保管し、また、電磁調理器上にも置かないようにしてください。
          爆発する可能性があります。

ガス調理器具（カセットコンロ）の間違った使い方をしていませんか？
下のイラストから全ての間違いを探して、
まさかの火災や事故を未然に防ぎましょう！！

ガス調理器具（カセットコンロ）の間違った使い方をしていませんか？
下のイラストから全ての間違いを探して、
まさかの火災や事故を未然に防ぎましょう！！
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ガス調理器具（カセットコンロ）による事故は毎年発生しており、事故原因のほとんどは誤った使い方によるものです。
この機会に、正しい使い方ができているのか確認してみましょう。

　医療の高度化が進んでいますが、身近な人の
命に一番近いのはあなたです。
　まずは、身近な人を救うために応急手当講習を受けてみましょう。

講習会の種類 受講期間 内　容

①救急講習会（救急法） １～２時間 心肺蘇生法／AED使用方法

②普通救命講習Ⅰ・Ⅱ
　（修了証交付）

Ⅰ：３時間
Ⅱ：４時間

心肺蘇生法／AED使用方法
止血法及び異物除去法

③上級救命講習会
　（修了証交付）

８時間
（1日講習）

②の救急講習の内容及び
　その他の応急手当

④応急手当普及員講習 24時間
応急手当の知識や技術を
職場や地域で普及するための
指導要領の講習

　平成２８年12月２２日に新潟県糸魚川市で発生した火災を受け消防
法の一部が改正され、令和元年１０月１日から全ての飲食店に消火器の
設置が義務付けられました。

　　消火器の使い方
①安全ピンを抜く
②ホースを火元に向ける
③レバーを強く握る

　初期の火災であれば、消火器による初期消火は非常に有効です。いざという時の為に、正
しい消火器の使い方を覚えると同時に、どこに消火器が設置してあるか普段から気にかけ
るようにしましょう。また、消火器はすぐに使えるように分かりやすい場所に設置しましょう。

平成２８年12月２２日に新潟県糸魚川市で発生した火災を受け消防
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あなたは身近な人を
救えますか。
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スプレー缶の廃棄にご注意！スプレー缶の廃棄にご注意！
　平成30年12月、札幌市豊平区で発生した爆発事故は、大
量のスプレー缶を誤った方法で廃棄しようとしたために発生
しました。
　エアゾール製品は、液化石油ガス（LPG）等の可燃性ガスを噴射剤として
使用していることが多く、中身を使い切らずに“ごみ”に出すと、破裂事故や
火災につながることがあります。

①缶は穴をあけない
②風通しの良い屋外で、中身を使い切る
③破砕ゴミとして処分

出雲市の
処分方法

　平成30年12月16日20時30分頃発生。
　換気されていない室内で、大量のスプ
レー缶をガス抜きしたため、可燃性ガス
が充満し、その後、室内で湯沸かし器を
点火したところ着火、爆発した。
　当該雑居ビル及び隣接建物が倒壊し、
52人もの負傷者が発生したが、幸いにも
死者が出なかった。

札幌市不動産仲介店舗爆発事故

※出雲市では、平成31年4月1日から上記の処分方法に変わりました
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